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第 2 次八戸市環境基本計画における効果指標の目標値及び実績 
  
 

 

  

 

基本目標 効果指標 目標値 Ｒ３実績値 

１．自然共生 

社会づくり 

① 

河川の生物化学的酸素要求量

（BOD）の環境基準達成率 
100% 100% 

海域の化学的酸素要求量（COD）の

環境基準達成率 
100% 100% 

② 
地下水質（概況調査）の環境基準達

成率 
100% 100% 

③ 土壌分析件数 550 件 635 件 

２．快適環境 

  社会づくり 

① 

大気汚染物質、騒音、振動の環境基

準達成率 

光化学オキシダントの注意報発令日

数 

100% 

０日 

－％ 

０日 

② 悪臭に関する苦情件数  3 件 

③ 
はちのへクリーンパートナーの清掃

活動状況 

120 団体 

6,500 人 

255 団体 

3,922 人 

３．低炭素 

  社会づくり 

① 市内の二酸化炭素排出量（R1）  405.3 万ｔ 

② 
市内における太陽光発電システム導

入件数及び設備容量 

5,000 件 

47,000kW 

5,703 件 

58,046kW 

③ 
市民 1 人当たりの年間平均市営バス

利用回数 
29.6 回 24.0 回 

４．循環型 

  社会づくり 

① １人１日あたりのごみ排出量 
930g/人・日 

以下 

980g/人・日 

 

② １人１日あたりの最終処分量 
100g/人・日 

以下 

109g/人・日 

 

③ リサイクル率 17.0% 12.2% 

④ 不法投棄の通報（発見）件数  218 件 

５．良好な環境 

を支える 

人・仕組み 

づくり 

① 

環境教育関連事業（環境学習会･エコ

ツアー・せせらぎウォッチング）の

実施回数及び参加者数 

33 回 

1,300 人 

26 回 

1,240 人 

② 
市ホームページ（環境部関連）への

アクセス数 
300,000 件 332,198 件 

③ 
市内の環境マネジメントシステム認

証取得事業者数 
60 事業者 49 事業者 

 

資料２—３ 
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【実績値の推移】 

 

基本目標１．自然共生社会づくり 

 

＜指標①＞河川及び海域における環境基準達成率※1 の推移 

  「河川及び海域における環境基準達成率」のうち「河川」は８地点、「海域」は

15 地点で測定し、全ての地点で環境基準を達成した。 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 達成率（％）＝環境基準を達成した地点数/測定地点数（環境基準点）。 
※2 対象河川･･･馬淵川、新井田川、五戸川、奥入瀬川（計８地点）。 
※3 対象海域･･･八戸前面海域、南浜海域（計 15 地点）。 

 
 
 

＜指標②＞地下水質（概況調査）の環境基準達成率※4 の推移 

  「地下水質（概況調査）の環境基準達成率」では、5 地点を調査し、全ての地点

で環境基準を達成した。 

（単位：%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4 達成率（％）＝環境基準を達成した地点数/測定地点数。 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

地下水 100 100 100 40 80 100 100 100
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100% 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

河川（※2） 100 100 100 100 100 100 100 100

海域（※3） 93 93 100 93 100 93 100 100
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R4 目標値 

河川：100% 

海域：100% 
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＜指標③＞土壌分析※5 件数の推移 

 「土壌分析件数」については、令和３年度は 635 件となり、前年度から 120

件減少した。 

（単位：件） 

 

  ※5 農業者・農業団体から依頼された土壌の分析診断を実施。 

 

 
  

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

件数 827 965 891 810 843 777 755 635
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基本目標２．快適環境社会づくり 

 

＜指標①＞大気汚染物質、騒音、振動の環境基準達成率※7 の推移 

「大気汚染物質、騒音、振動の環境基準達成率」については以下のとおり。 

微小粒子状物（PM2.5）については、測定する２地点のうち１地点の測定機器の

調整に期間を要したため、有効測定日数が評価基準日数を下回り、適正な評価を実

施することができなかった。なお、適正に測定した１地点については、環境基準を

達成した。 

また、大気汚染に係る項目のうち光化学オキシダントについて、環境基準の超過

が見られた。光化学オキシダントについては、成層圏オゾンの沈降やアジア大陸か

らの越境汚染が考えられ※６、平成 17 年度以降全ての年度において環境基準を超過

しているが、緊急時の発令基準までには至っていない。 

自動車騒音については、概ね７年で市内全域の幹線道路を測定している。昨年度

と異なる地点で測定を行い、面的評価結果を更新した。測定結果は関係機関へ情報

提供している。 

（単位：％） 

測定項目＼年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 目標値 

二酸化硫黄 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

二酸化窒素 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

浮遊粒子状物質
（SPM） 

60 80 100 100 100 100 100 100 100 

微小粒子状物質 
（PM2.5） 

100 100 100 100 100 100 100 － 100 

一酸化炭素 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

光化学オキシダント  ０ 0 0 0 0 0 0 0 
注意報発令 

日数 0 日※8 

環境騒音 
（一般地域） 

100 100 100 100 100 100 100 100 100 

航空機騒音 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

自動車騒音 97.7 94.7 97.8 96.7 99.0 98.0 99.5 99.5 100 

道路交通振動 100 100 100 100 100 100 100 100 100 

※6 光化学オキシダント調査検討会報告書（平成 29 年３月）より引用 

※7 達成率（％）＝環境基準を達成した地点数/測定地点数。自動車騒音の達成率は 

面的評価支援システム評価結果による。 

※8 光化学オキシダントの目標値については、環境基準の達成が困難であるため、「注意報発令日数

0 日」を目標値としている。なお、平成 2６年度から令和３年度まで青森県の注意報発令日数は

0 日となっている。（令和３年 光化学大気汚染資料（環境省）より） 
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＜指標②＞悪臭に関する苦情件数の推移 

  「悪臭に関する苦情件数」は、令和３年度は３件となり、前年度から５件減少し

ている。悪臭に関する相談が寄せられた場合、悪臭パトロールの実施及び発生源へ

の指導を実施し、生活環境の保全に努めている。 

（単位：件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指標③＞はちのへクリーンパートナーの清掃活動状況※9 の推移 

   「はちのへクリーンパートナーの清掃活動状況」は、令和３年度の活動団体数は

255 団体で、前年度から 131 団体増加している。また、活動の延べ人数は

3,922 人で、前年度から 285 人増加している。活動団体数及び延べ人数の増加

は、年間の活動回数が多い団体が増えたためである。 

（単位：団体、人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

          ※9 活動報告のあったもののみ掲載。  

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

団体数 144 118 128 117 108 123 124 255

延べ人数 7,1737,0155,8356,3206,5346,4083,6373,922
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
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120 団体 

6,500 人 

R4 目標値 

0 件 
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基本目標３．低炭素社会づくり 

 

＜指標①＞市内二酸化炭素排出量の推移※10（単位：万ｔ） 

     令和元年度の市内の二酸化炭素排出量は、基準年度である平成 19 年度（419.9

万トン）比で約 14.5 万トン減少した。主な要因として、産業部門と運輸部門から

の二酸化炭素排出量が減少したことが挙げられる。 

                             （単位：万ｔ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜指標②-ア＞市内の太陽光発電システム※11 導入件数（各年度累計）の推移 

   「市内の太陽光発電システム導入件数及び設備容量」については、固定価格買取

制度の影響もあり、ほぼ直線的に増加し続けている。 

 

（単位：件） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

件数 3,053 3,604 3,964 4,298 4,667 5,044 5,376 5,703

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

R4 目標値 

5,000 件 

※11 低圧受電（50kW 未満）の太陽光発電システム。 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

CO2量 439.5 443.7 420.7 430.7 419.8 416.3 419.1 405.3

340.0

360.0

380.0

400.0

420.0

440.0

460.0

480.0

0

※10 「都道府県別エネルギー消費統計」の推計方法変更のため、 
基礎資料を遡って改訂している。 
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＜指標②-イ＞市内の太陽光発電システム※12 導入設備容量（各年度累計）の推移 

（単位：kW） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指標③＞市民 1 人あたりの年間平均市営バス利用回数の推移 

     「市民 1 人あたりの年間平均市営バス利用回数」については、平成 26 年度以

降、同程度の利用回数を推移していたが、令和２年度は前年度から大きく減少する

こととなった。新型コロナウイルス感染症及びそれに伴う緊急事態宣言の影響によ

り、外出を自粛する傾向があり、利用回数が大幅に減少したためで、令和３年度に

おいても同程度の利用回数となった。 

（単位：回） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※12 低圧受電（50kW 未満）の太陽光発電システム。 

引用 指標②の数値は資源エネルギー庁「固定価格買取制度 情報公表用 

ウェブサイト」より。 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

kW 17,588 25,578 29,345 33,942 39,586 46,305 52,477 58,046

0

10,000

20,000
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R4 目標値 

47,000kW 

R4 目標値 

29.6 回 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

市営バス 29.4 29.7 29.6 29.7 29.9 28.8 23.7 24.0

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

28.0

29.0

30.0

31.0

０
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

八戸市 1,002 978 968 966 965 976 974 980

青森県 1,046 1,026 1,004 1,002 1,002 1,003 993

全国 947 939 925 920 919 918 901

850

900

950

1,000

1,050

1,100

０

基本目標４．循環型社会づくり 

この基本目標の効果指標のうち、「１人１日あたりのごみ排出量」、「1 人 1 日あた

りの最終処分量」、「リサイクル率」については、平成 29 年 3 月に策定した「一般廃

棄物処理基本計画」における中間年度（令和 3 年度）時点での目標値を併せて示して

いる。 

 

＜指標①＞１人１日あたりのごみ排出量の推移 

市民１人１日あたりのごみ排出量（原単位）は、令和３年度は 980 グラムとな

り、前年度から６グラム増加した。なお、原単位は増加したが、排出量自体は減少

しているため、この原単位の増加は、排出量の減少幅以上に人口が減少したことに

よる。                     （単位：ｇ/人･日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指標①-ア＞1 人 1 日あたりのごみ排出量（家庭系）の推移 

家庭系は 646 グラムで前年度から８グラム減少した。要因として、新型コロナ

ウイルス感染症による影響が小さくなり、市民の外出が増え、家庭内での消費が

減ったためであると考えられる。        （単位：g/人・日） 

   

  

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

八戸市 662 646 639 635 640 647 654 646

青森県 713 696 678 680 680 682 689

全国 668 660 646 641 638 638 649

600
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740

０

R3 目標値※13 

930ｇ/人・日以下 

（八戸市） 

R3 目標値※13 

623ｇ/人・日以下 

（八戸市） 
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＜指標①-イ＞1 人 1 日あたりのごみ排出量（事業系）の推移 

事業系は 334 グラムで前年度から 14 グラム増加した。要因として、新型コロナウ

イルス感染症による影響が小さくなり、以前のような経済活動に戻りつつあるためであ

ると考えられる。 

（単位：g/人・日） 

   

 

 

＜指標②＞1 人 1 日あたりの最終処分量の推移 

1 人 1 日あたりの最終処分量は、令和３年度は 109 グラムとなり、前年度から

２グラム増加した。 

（単位：ｇ/人･日） 

 
 

  

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

八戸市 339 331 329 331 325 329 320 334

青森県 333 330 326 322 322 321 304

全国 279 278 278 279 280 280 252

240

260

280

300

320

340

360

０

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

八戸市 114 110 113 109 106 110 107 109

青森県 158 109 104 107 114 108 120

全国 92 89 85 83 83 82 79
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０

R3 目標値※13 

100ｇ/人・日以下 

（八戸市） 

R3 目標値※13 

307ｇ/人・日以下 

（八戸市） 
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＜指標③＞リサイクル率の推移 

     リサイクル率は、令和３年度は 12.2％となり、前年度から 0.5％低下した。リ

サイクル率が増加しない理由は市民が集積所ではなく、スーパー等の民間に資源

物を排出する動きが進んでおり、市で把握できない分が多いためであると考えら

れる。 

（単位：％） 

  

※13 令和 3 年度目標値は、「八戸市一般廃棄物処理基本計画」による。 

引用 指標①～③の青森県及び全国の数値は以下より。数値の公表時期の都合により、令和２
年度分までを掲載。 
・青森県「一般廃棄物処理事業実態調査結果について」 
・環境省「日本の廃棄物処理（一般廃棄物処理事業実態調査結果）」 

 

＜指標④＞不法投棄通報・発見件数の推移※14 

     「不法投棄通報・発見件数」は、令和３年度は 218 件で前年度から 10８件増

加した。通報・発見件数のほとんどが一般廃棄物であり、218 件中 215 件を占

めている。これは、はちのへクリーンパートナーやボランティア市民が不法投棄

を発見・通報する事例が急増したためである。（令和２年度 67 件→令和３年度

175 件） 

監視カメラや啓発看板の増設、パトロールの強化等により不法投棄を抑止して

いく。                      （単位：件） 

   

※14  平成 28 年度以降は、中核市移行（H29.1 月）により事務が移譲された産業廃棄物の

数値が含まれる(H28:0 件、H29:4 件、H30:3 件、R1:２件、R2:４件、R3:３件)。 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

八戸市 14.0 13.8 13.8 13.3 13.3 12.7 12.7 12.2

青森県 13.5 15.0 15.3 15.0 14.5 14.3 14.0

全国 20.6 20.4 20.3 20.2 19.9 19.6 20.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

通報

・発見件数
99 131 103 81 68 102 110 218
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R3 目標値※13 

17.0％（八戸市） 

R4 目標値 

0 件 
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基本目標５．良好な環境を支える人・仕組みづくり 

 

＜指標①＞環境教育関連事業（環境学習会※15・エコツアー※16・せせらぎウォッチング 
※17）の実施回数及び参加者数の推移 

令和３年度の「環境教育関連事業」については、前年度から実施回数及び参加者

数ともに増加した。前年度より実績値が増加しているが、前年度は新型コロナウイ

ルス感染症対策による減少であったため、前年度に引き続き開催を見合わせたエコ

ツアー以外は、ほぼ例年通りの水準となった。 

 

（単位：回、人） 

 

  ※15 環境学習会：市内小学校の児童を対象に、ごみ、生活排水、地球温暖化などについ

て学ぶ出前学習会と、屋外の親水空間で自然体験を行なう屋外学習会を実施してい

る。 

  ※16 エコツアー：市民の環境への関心を高めるため、八戸近郊の、環境に配慮した事業

活動を行っている工場や施設を見学するツアーを実施している。 

  ※17 せせらぎウォッチング：市内小学校を対象に、河川水質と生き物の関わりを調べ、

環境を大切にする心を育むことを目的に水生生物調査を実施している。 

 

 

  

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

実施回数 24 28 23 35 36 27 19 26

参加者数 1,290 1,384 1,214 1,587 1,627 1,216 964 1,240

0

400

800

1,200

1,600

2,000

0

10

20

30

40

50

(回) (人) 
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参加者数1,300人 
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＜指標②＞市ホームページ（環境部関連）へのアクセス数の推移 

     令和３年度の「市ホームページ（環境部関連）へのアクセス数」は、新型コロナ

ウイルス感染症の影響が見られた前年度の実績から 40,793 件増加し、計画最終

年度の目標の水準に回復した。 

（単位：件） 

   

＜指標③＞市内の環境マネジメントシステム認証取得事業者数※18 の推移 

     「市内の環境マネジメントシステム取得事業者数」は、平成 26 年度に大きく減

少して以降、同程度の事業者数で推移している。 

令和３年度の減少分は、ISO14001※19 が１件、グリーン経営が２件の計３件で

ある。関連する市の施策としては、競争入札参加資格審査を行う際、ISO14001

の認証取得をしていない事業者でも、エコアクション 21※20 の認証取得をしている

場合には、優遇策※21 を講じている。 

（単位：件） 

   

※18 ＩＳＯ14001、エコアクション 21、ＫＥＳ、エコステージ、グリーン経営の認証

取得事業者数 

※19 ISO14001：持続可能性の考えのもと、環境リスクの低減及び環境への貢献を目指

環境マネジメントシステムに関する国際規格。 

※20 エコアクション 21：環境省が策定した日本独自の環境マネジメントシステム。 

※21 優遇策：建設工事の競争入札参加資格の審査において、主観的数値を 5 点加算して

いる。 
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引用 各環境マネジメントシステムの認証取得事業者数は以下より。 

       ・ＩＳＯ14001：（公財）日本適合性認定協会ＨＰ 

       ・エコアクション 21：（一財）持続性推進機構ＨＰ 

       ・ＫＥＳ：特定非営利活動法人ＫＥＳ環境機構ＨＰ 

       ・エコステージ：（一社）エコステージ協会ＨＰ 

       ・グリーン経営：（公財）交通エコロジー・モビリティ財団ＨＰ 


